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月・惑星探査、あるいは深宇宙探査の実現に

向けた、大推力・高比推力推進機の開発は、ミ

ッション期間短縮、ペイロード比増大等を実現

する為の必須事項である。昨今、実用化に向け

た研究が進められているのが磁気ノズルスラス

ターである。このスラスターの原理を図１に示す。

磁気ノズルスラスターでは、無電極で長寿命化が

可能な高周波加熱（RF）等によって生成したプラ

ズマを磁気ノズルにおいて推進方向とは逆向き

に運動量を変換し、その反力で推進力を得るもの

である。特徴は、推進剤であるプラズマが固体壁

ではなく磁場壁と相互作用することで、エネルギ

ー損失が低減される。従って、他の電気推進機と

比較して、高い排出速度（即ち高い比推力）と大

きな比出力を同時に達成可能である。 
 

 
図 1 磁気ノズルスラスターの原理 

 
本研究では、磁気ノズル中に噴出するプラズ

マ生成源に比較的低電力（kWオーダー）で動

作が可能な熱陰極を用いたプラズマ源を新た

に製作した1)。このプラズマ源の熱陰極には、

グロー放電を起こすための陰極として，

LaB6(六ホウ化ランタン)を使用し、その動作確

認、プラズマ生成を確認した。さらに、コイル

に100 [A] を通電し、磁気ノズル動作の確認、

ロードセルを用いた推力測定を行った。実験装

置の概要を図2に示す。実験の結果、熱陰極LaB6

を用いたプラズマ源として、低電力かつ安定的に

プラズマ生成が可能であることを確認した。同時

に磁気ノズル動作の確認と推力測定を実施し、推

力電力比を算出した。図3に磁気ノズル動作中の

撮像を示す。本実験による推力測定の結果、流量

が12 [sccm]の場合において、測定された推力は

0.016 [N]となり、この時の推力電力比は9.0 
[mN/kW]となった。 

 

 
図 2 実験装置の概要写真 
 

 
図 3 磁気ノズル動作中の撮像 
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